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節水の大切さに気付いて
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　我が家では時々、こんなことが起こります。母が夕飯の準備をし、私が宿題をしている時、ぱーっぱーっと警告音が鳴り、お風呂の栓を確かめて下さいとアナウンスが流れます。
「ああ、やっちゃった。水がもったいない。」
と急いで風呂場に向かう母。
「ママ、またやっちゃったの。気をつけて。」
とチクリという弟。
　我が家は毎日、お風呂の浴そうに百六十リットルのお湯をためています。もし警告音が鳴らなかったら、何リットルの水を無駄にしていたのかと考えると、ぞっとします。水の使用量が増えると環境に大きな影響を与えるということを学んだ今の私なら、家族に節水の大切さを伝えることができます。
　私はこれまで水不足や断水を経験したことがなく、水が当たり前にある環境で育ってきました。ついついシャワーを浴びる時や歯みがきをする時に、水を出しっぱなしにしてしまい、節水をしようという気持ちはありませんでした。その気持ちに変化をもたらしてくれたのは、下水道科学館での体験です。科学館では、自分が一日に何リットルの水を使っているのかを調べました。なんと、私は一日に二百リットルもの水を使っていたのです。想像がつかないほどの量に、とてもショックを受けました。色々な展示を見る中で、下水処理にはたくさんの水や電気、人の力が使われていることがわかりました。私は、自分に水についての知識が無かったせいで、地球環境に負担をかけていたと気付き、とてもはずかしい気持ちになりました。節水は自分のためにするものではなく、世界の人々を守るためにしなければいけないことだと理解することができました。
　節水について考えてみると、祖母が意識しなくても当たり前に節水に取り組んでいたことに気がつきました。祖母は風呂の残り湯を洗たくに使ったり、野菜を洗った水を植木にやったり、野菜をゆでた湯で雑草を枯らしたり、水を大切にしていました。「私にも何かできるかな。」家族で一緒に何か始めたいと思いました。母と二人で一か月の水道使用量を調べてみると、三十二立方メートルも使用していることがわかりました。私はとても驚きました。簡単にできることから始めてみようと、シャワーヘッドを節水タイプのものに替えました。トイレでは大、小のボタンを使い分け、食洗機を積極的に使用し、蛇口から出る水量を調節して減らしました。今では家族も興味を持って節水をしています。母と、
「水道使用量が書かれた紙に、ペットボトル何本分の水を使ったかや、二酸化炭素がどれだけ排出されたのかを書いてくれたら、みんなびっくりするよ。」
と話したりしました。誰が見ても水の大切さや節水のアイデアがわかる仕組みがあったらいいと思います。
　節水の大切さに気付くためには、水についての正しい知識や情報について知る必要があります。自分から情報を探してみると、国や市町村、企業のホームページで水に対してのわかりやすい情報を見つけることができます。私たちは水への興味を持ち、自分から動き出す必要があります。しかし、節水しようという意識がない、以前の私のような人にとっては、それはとても難しいことなのです。だから私は、周りの人に少しでも水の大切さに気付いてもらうため、小さなことから始めてみようと思います。手を洗っている友達が水を出しっぱなしにしていたら、そっと蛇口をひねって水の大切さを伝えたいです。友達におせっかいだと思われるかもしれないし、嫌な顔をされるかもしれない。それでも私は、勇気を持って行動していきたいと思います。
